
地⽅創⽣︕
まちづくり政策セミナー

経済分析セミナー&ワークショップ
in 函館

2018年7月7日（土）12:50〜17:30（開場12:30）
函館コミュニティプラザ Gスクエア（函館市本町24番1号 シエスタハコダテ４階）

先着100名様 ※第3部 50名様

第1部 12：50～13：00

日時

会場

定員

第3部

◆基調講演Ⅰ
「地方創⽣そもそも論議」〜鳥の目＆虫の目＝複眼思考で考えよう〜

講師︓⽥柳 恵美子 ⽒（公⽴はこだて未来大学 社会連携センター⻑・教授）
◆基調講演Ⅱ
「地域資源を活用した観光まちづくり」

講師︓吉岡 宏高 ⽒（札幌国際大学 観光学部 教授）

◆ワークショップ
〇北海道産業連関表・資本形成調査の概要
〇北海道産業連関表・資本形成調査でわかること・できること
〇実習（経済波及効果分析ツールを用いたケーススタディ）

15：00～17：30

北海道の地域経済を考える︕

[主 催] 一般社団法人はこだて地方創⽣研究会 ・ 一般財団法人北海道開発協会
[共 催] 国土交通省北海道開発局／（株）北海道銀⾏ ／（株）道銀地域総合研究所
[後 援] 北海道 ／ 開港5都市景観まちづくり会議2018函館大会実⾏委員会

プログラム

※対象︓地域経済に関する学習や研究を⾏う学⽣

◆オープニング
13：00～15：00

裏⾯へ
つづく※プログラム、講演内容は予告なく変更する場合がございますのでご了承ください。

第2部



公⽴はこだて未来大学 社会連携センター⻑・教授
⽥柳 恵美子 （たやなぎ えみこ）氏

[事前申込み・お問い合わせ先] ⼀般社団法⼈はこだて地⽅創⽣研究会（担当︓藤澤）
TEL︓090-8371-1313 FAX︓0138-27-5162 メール︓otoiawase@hakodate-irr.com
※セミナーに関する事前申込み、お問い合わせは、電話またはメールで受付しております。

経済分析技術は、地域づくりを企画・⽴案するためにあたっての重要な要素であり、そのノウハウを取得した人材の育
成等が必要となります。
本セミナー＆ワークショップは、北海道の地域経済の現状や、地域づくりに関する実例紹介等を有識者に講演いただく
とともに、北海道開発局が作成する「北海道産業連関表」や「資本形成調査」を用いて北海道の現状を把握する方法の
解説や「経済波及効果分析ツール」を用いて⾃ら経済波及効果を算出する実習を⾏うものであります。
北海道の地域経済に関⼼のある大学⽣を対象に、政策提案コンテスト等における経済分析技術の向上を目指すとともに、
これからの北海道づくりを担う人材の発掘・育成に資することを目的として開催するものです。

基調講演Ⅰ

北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 博士後期課程修了
SyncLabを主宰、⾃治体や政府系研究機関の研究開発プロジェクトの企画・評価・広報のコンサルテー
ションに携わる。2008年公⽴はこだて未来大学に着任、特任准教授、特任教授を経て、2013年より教授。
JST産学官連携ジャーナル編集委員、NEDO技術委員等を歴任。サイエンス・サポート函館運営委員。

札幌国際大学 観光学部 教授
吉岡 宏高 （よしおか ひろたか）氏

基調講演Ⅱ

札幌学院大学大学院地域社会マネジメント研究科修士課程修了
⾦沢大学大学院⾃然科学研究科博士課程満期退学。日本甜菜製糖、たくぎん総合研究所を経てまちづく
りコーディネーターとして独⽴。炭鉱遺産活用など市⺠活動のかたわら、2004年からは札幌国際大学観
光学部で教壇に⽴っている。著書に『明るい炭鉱』（創元社）など。

「経済分析セミナー＆ワークショップ2018」 参加申込書※第3部のみ
【宛先︓一般社団法人はこだて地方創⽣研究会】

■ＦＡＸでのお申込み ︓本申込書に必要事項を記入の上、下記の番号へ送信してください。
■Ｅメールでのお申込み ︓メール本文に必要事項を記入の上、下記のアドレスへ送信してください。
※なお、参加者多数の場合は調整させていただくことがございますのでご了承ください。

学校名 氏 名 学年
交流会

情報交換会への参加
(○×を 記入)※2

※1 ワークショップ（実習）は、班ごと（５〜６人程度）にて⾏う予定となっております。ノートパソコンをお持ちの方はご持参ください。
※2 基調講演・ワークショップへのご参加は無料となりますが、終了後、参加者の方々との交流会、情報交換会を予定しています。

参加費︓お一人様3,000円（食べ物、飲み放題つき）。ご参加される場合は、当日会場にて参加料のお支払いをお願いいたします。
※3 ご記入いただいた個人情報については、本セミナーの開催に伴う事務⼿続に限り使用し、「⾏政機関の保有する個人情報の保護に関する

法律」に基づき適正に取り 扱うことといたします。

開催趣旨


